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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来通史の書かれていない13～14世紀、モンゴル帝国及び元朝時代のモン
ゴル高原の通史を、1994年以来現地で収集した史料およびその他の文献資料にもとづいて再構成するものであ
る。本研究において現地調査史料としては、元朝のモンゴル高原行政府の官僚リストを復元し、またモンゴル西
部アルタイ県ハルザンシレグ遺蹟で発掘した遺物をC14分析を行い、同遺跡が13～14世紀に活動していたことを
確認し、また同遺跡が13～14世紀の軍事拠点チンカイ城(屯田）と断定した。それら現地新史料の他、漢文、モ
ンゴル、ウイグル、ペルシャ等の記録を利用してモンゴル高原の政治史、経済史等の通史を復元した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to elaborate on the overlooked history of the Mongolian 
Plateau during the Mongolian empire (1206-1259) and the Yuan dynasty (1260-1388) based on 
archaeological materials collected in Mongolia since 1994 as well as on other sources. We clarified 
the bureaucratic structure of the regional government of the Mongolian plateau of the Yuan dynasty 
in 1347 from inscriptions. And based on a Carbon 14 radiocarbon analysis of archaeological materials
 from the site of the Khalzan shireg fortress in Gobi Altai province, we confirmed that the fortress
 date from the 13th and 14th century to conclude that the ruins are remnants of the Chinqai Balgasun
 of that time period. The study provide a comprehensive reconstruction of the political, economic, 
and other aspects of the history of the Mongolian Plateau during the 13th and 14th Centuries by 
utilizing these new primary source materials recovered in Mongolia and Chinese, Mongolian, Uyghur, 
Persian and other written records.

研究分野： 東洋史

キーワード： モンゴル帝国　元朝　モンゴル高原　嶺北行省　カラコルム　チンギス・カン　クビライ・カアン　碑
文
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１．研究開始当初の背景 
 モンゴル帝国史・元朝史はこれまで日本の
研究者が、主として漢文史料、ペルシャ語資
料をもとに世界の研究をリードしており、チ
ンギス・カンの帝国の成立及び元朝の通史に
ついての研究はそれぞれ高い研究成果があ
げられている。モンゴル本土に焦点を絞ると
『元朝秘史』等の文献にもとづくチンギス・
カンの勃興期の通史及び歴史地理研究、ヨー
ロッパ文献による首都カラコルムの研究な
ど初期の歴史についての研究はある程度深
められている。しかし、1260 年のクビライ
政権成立後（成立以前を「帝国期」（1206～
1260）、以後を「元朝期」（1260～1388）と
記す）の歴史研究は主として中国地域に焦点
があり、モンゴル本土については個別事件史
についての研究が断片的に蓄積されている
だけであり、また帝国期と元朝期を結んだ通
史はいまだ書かれていない。 
通史の復元を阻んできたのは、帝国期、元

朝期のモンゴル本土の歴史についての資料
が少ないことがある。それを補うものとして
モンゴル本土現地での調査研究があり、内モ
ンゴルでは戦前に現地調査の成果があげら
れたが、モンゴル本土の北部に当たる現在の
モンゴル国での調査は、長くソ連の影響下に
あり西側研究者には不可能であった。しかし
1991 年のソ連崩壊に伴い、モンゴル国は自
由化され、広く西側の研究者に現地調査の門
戸を開いた。研究代表者の松田孝一（大阪国
際大学・名誉教授）はいち早く 94 年のモン
ゴル科学アカデミー東洋学研究所との共同
研究をはじめとして、同歴史研究所、国立博
物館、国際遊牧文明研究所と共同してモンゴ
ル・日本共同碑文調査（通称「ビチェース〔碑
文〕・プロジェクト」）を推進してきた。松田
はこれまで「碑刻等史料の総合的分析による
モンゴル帝国・元朝の政治・経済システムの
基礎的研究」（基盤研究 B,2000～2001 年度）、
「内陸アジア諸言語資料の解読によるモン
ゴルの都市発展と交通に関する総合研究」
（基盤研究 B,2005～2007 年度）、「新出土契
丹文字資料・モンゴル文字資料に基づくモン
ゴル史の再構成」（基盤研究 B, 2011～2013 
年度）の研究計画を研究代表者として村岡倫
（龍谷大学教授）、松川節（大谷大学教授）
らと組織して、モンゴル国現地において漢文、
モンゴル語、ペルシア語など多くの碑文・銘
文、墨書、埋蔵文献の調査を行い、それらの
研究により、既存の歴史文献では不明であっ
た帝国期・元朝期のモンゴル本土の政治、軍
事、経済、物流等の歴史像の復元を試みてき
た。その成果として 2013 年に『モンゴル国
現存モンゴル帝国・元朝碑文の研究』（オチ
ルと共編）を公刊し、モンゴル史研究の新し
い地平を現在も拡げつつある。 
また、白石典之（新潟大学）は、モンゴル

科学アカデミー考古研究所との共同で 1992 
年から行われたモンゴル帝国の創始者チン
ギス・カンの墳墓の位置を探るプロジェクト

以来、一貫して帝国期・元朝期のモンゴル国
内における歴史遺跡の発掘調査を推進し、チ
ンギス・カンの霊廟の同定と調査研究、モン
ゴル帝国の首都カラコルムの保存調査と歴
史研究の第一人者として世界的に知られ、考
古学調査を基礎に文献研究を総合して比類
ないモンゴル帝国像をまとめた研究成果
（『モンゴル帝国史の考古学的研究』、同成社, 
2002）がある。このように松田孝一を中心と
する村岡倫、松川節らのモンゴル現地での碑
文等の収集・研究、白石典之の考古学研究の
成果と実績、さらにモンゴル国各研究機関・
研究者との間に確立された 20 年にわたる実
績と信頼関係が本研究計画の背景にある。 
 
２．研究の目的 
チンギス・ハンの勃興期から元朝滅亡期に

至る 13～14 世紀のモンゴル高原地域（以下、
モンゴル本土）の歴史は、前近代におけるユ
ーラシア史の動向に大きな影響を与えた遊
牧民族の歴史的活動の中でも最も明らかに
なっていると考えられている。しかし意外に
もチンギス・ハン勃興期の他はカイドの乱な
ど断片的な事件史が知られるだけで、政治、
経済、交通物流、宗教などの動向は未だ脈絡
ある通史として解明されていない。研究代表
者松田孝一や分担者の白石典之らは、1990 
年代以来モンゴル国各方面の研究機関とそ
れぞれ日本・モンゴル共同調査隊を組織し、
20 年にわたり碑文・銘文、墨書・遺跡・埋
蔵文物を調査した研究実績を有している。本
研究計画はモンゴル現地でさらに同様の調
査や遺蹟の発掘を行いつつ、収集資料や発掘
成果と東西歴史文献（漢文、モンゴル語、ペ
ルシャ語、ウイグル語、チベット語資料）を
結合して同時期のモンゴル本土通史の再構
成を行うことを目的とする。 
  
３．研究の方法 
 モンゴル現地史料については、現地での調
査、史料収集を続けるとともにこれまで得ら
れた諸言語史料を整理、分析する作業を行っ
た。また各研究分担者は 13～14 世紀の政治、
軍事、経済、宗教などについて専門分担して、
諸言語史料にもとづいて分析した。研究代表
者は研究計画全体を総括しつつ、みずからも
通史叙述を分担した。 
 
４．研究成果 
研究代表者、研究分担者個々の成果は雑誌

論文、著書や研究会議で公開するとともに、
成果を総合した（A4 判）ニューズレター
（『13-14 世紀モンゴル史研究』1 号（125 頁・
2 号（83 頁））を刊行した。また毎年１回研
究会を開催し研究成果を総括するとともに、
初年度と 2年度にはモンゴル側研究者を招聘
して両国の成果の交換も行った。またモンゴ
ル国での発掘調査の成果はマスコミへの発
表会により広く公開した。以下、再構成した
13-14 世紀のモンゴル高原史の通史の概略を
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述べる。（カッコ内「雑誌論文」は後掲の成果論文） 
モンゴル帝国を建国したチンギス・カンは、

モンゴル高原の各部族内の抗争や部族間の
抗争に勝利して覇権を確立したと考えられ
ている。しかし、それらの抗争の背後に金朝
と中央アジアの西遼がモンゴル高原で支配
権をめぐって対立しており、モンゴル高原の
各部族や部族内は親遼派と親金派に分かれ
て争っていた点を解明した（著書①松田孝一
担当部分, 雑誌論文⑤）。 
また、チンギス・カンの台頭のターニング

ポイントとなったのは 1196 年の金朝の対タ
タル遠征の決戦「オルズ河の戦い」への協力
であった。この決戦への金軍の進軍経路は戦
勝記念碑、セルベン・ハールガの岩壁銘文の
判読によって解明された（雑誌論文⑦）。 
 チンギス・カンは 1206 年に即位し、95 の
千戸を諸子諸弟に配分し、モンゴル高原の東
西に「ウルス」（国）を作らせ（白石典之 2006， 
川本正知 2013）、それら諸子諸弟領の中間に
チンギス・カン自身の本領が位置した（白石
典之 2017）。この体制が以後、どのように継
承、改変されたのかを解明することが帝国期、
元朝期の通史のひとつの軸となる。チンギ
ス・カンの死後、チンギス・カンの本領は、
末子トルイがすべて継承したと言われてき
たが、庶子コルゲンがチンギス・カンの本領、
「大オルド」の地を分地としてウルスを形成
したことが明らかにされた（雑誌論文⑭）。 
 チンギス・カンの命令で大臣チンカイがモ
ンゴル高原西方からウイグリスタンへと続
くアルタイ方面の駅伝路上に、農業、手工業
生産基地（屯田）建設し、その中心にチンカ
イ城があったことが『長春真人西遊記』に記
されているが、その位置は確定されていなか
った。松田孝一、白石典之、村岡倫、松川節
は、モンゴル国と共同でモンゴル西部ゴビ・
アルタイ県、シャルガ郡ハルザンシレグ土城
遺蹟とその周辺の清代農耕地一帯を 2001 年、
2004 年に調査を行い、現地附近景観が、『長
春真人西遊記』のチンカイ城附近景観と一致
することを確認し、同遺跡とその一帯をチン
カイ城、チンカイ屯田に比定してきたが、本
研究課題で 2014 年に同遺跡の発掘調査を実
施し、得られた骨片、木片の C14 年代測定に
より同遺跡がモンゴル時代（一部 5～6 世紀）
に活動していたことが確定され、年代面から
も比定はより確実となった（雑誌論文⑥⑱）。 
第 2 代オゴデイ時代、帝国の首都カラコル

ムが建設され、情報伝達と物資輸送を担った
駅伝制が整備された。駅伝制について本研究
課題ではテレゲン道について現地調査を行
い、大興安嶺沿いを北上する正確なルートが
解明された（雑誌論文⑮）。 
 元朝期のモンゴル高原の政治史は、クビラ
イの正統性に異議を唱える中央アジアのモ
ンゴル王族カイド陣営と元朝の抗争期とそ
の終結後の前後二期に分けて考えることが
できる。 

クビライの即位後、中国本土に首都が移さ
れると旧首都カラコルムは「宣慰司都元帥
府」という機関が設置された辺境の軍事拠点
の位置づけとなり、その後、時期不明ながら
「都元帥府」がアルタイ南へ移設され、カラ
コルムには「宣慰司」のみが残された（「宣
慰司」関連：雑誌論文⑯）。 
元朝が構築したカイド陣営対策は、シリギ

の乱（1276～1282）で崩壊し、その後、1282
年にシリギの乱以来ジョチ家に抑留されて
いたクビライの子のノモガンが帰還して、
「北安王」としてモンゴル高原に分封され
（村岡倫 1985）、一時体制の立て直しが図ら
れた。しかし、1287 年にモンゴル高原東部
でナヤンの乱があり（吉野正史 2008）、1288
年から 1290 年にかけカラコルム方面や大オ
ルド地域までカイド陣営に侵攻され、元朝の
モンゴル高原支配は打撃を受けた。 

1290 年に元朝はカラコルムに「都元帥府」
を再度設置し、1292 年、孫のカマラを晋王
として派遣し、大オルドとモンゴル高原の支
配を委ね、孫のテムルをアルタイに送ってバ
ヤンら元朝軍の総領とし、元朝支配を再確立
した。1294 年にクビライが死去し、テムル
が即位した。この時期アルタイのチンカイの
軍事拠点は元朝側にあり、さらに 1296 年カ
イド陣営からアリク・ブケの長男ヨブクル、
モンケ家のウルス・ブカが元朝側へ帰順し、
アルタイ方面は元朝側が確保する情勢にあ
った（村岡倫 2013）。 
アルタイ山脈辺境に置かれた元朝の最前

線の軍団の配置について、本研究課題で北か
らゲワルギス、ジュンクル、ナンギャダイ、
ココチュの配置であったことが明らかとな
った。1298 年カイド陣営の攻勢でこの元朝
軍団は壊滅し、立て直しのために王族カイシ
ャンが派遣されて 1299 年にアルタイのチン
カイ屯田の地に駐屯した（雑誌論文⑥⑬）。 

1301 年にカイドは元朝軍との戦闘で傷つ
き、死去した。カイドの死後 1303 年チャガ
タイ家のドアが中心となり、陣営は元朝に投
降し、1304 年に全モンゴル王家の講和が一
時成立した。1306 年に戦線はアルタイ以西
へ移り、1307 年 100 万を越える人口が中央
アジアからアルタイを越えてモンゴル高原
へ流入した。ドアらの投降と同年にカラコル
ムに「兵馬司」が設置され、治安行政の整備
が図られた。本研究課題では兵馬司設置の経
緯と機能を解明した（雑誌論文③）。 

1303 年になおアルタイに留まっていた元
朝軍の総領のカイシャンは、チベットのシャ
ル寺に保護を与える命令文を送っており
（Tumurtogoo2010）、チベット仏教とアルタ
イ方面のつながりが示唆される（関連雑誌論
文②⑧⑨）。 
流入民への食糧供給の中心として、1307

年、カラコルムに地方行政機関、「和林行省」
（後の嶺北行省）が設立された（雑誌論文③）。
平和到来後、1303 年以後カラコルムへの中
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国本土からの食糧輸送・供給は拡大した（松
田 2010, 松川節・松井太 2013）。市域がこの
時期大きく拡大した（白石典之 2002）のは、
平和と大量の人口流入、経済的安定の結果で
あることは間違いない。 

1316 年冬にカイシャン（武宗）の子コシ
ラが、叔父のブヤント・カアン（仁宗）から
逃れて父のかつての駐屯地のアルタイに至
り、将軍トガチの保護を受けた。この「トガ
チの反乱」の際、カラコルムの嶺北行省など
の官僚たちもほとんどがトガチ側に同調し
たことがカラコルムの碑文からわかる。乱は
1318 年に終息した（松井太 2013, 雑誌論文
⑰）。1316 年に廃止されていたチンカイ屯田
が乱後の1319年、1320年に再建、整備され、
1323 年にはチンカイに「屯田総管府」が設
置されている。トガチの乱時期、チンカイ地
域は反乱側に陥り、乱の終息で元朝の支配が
回復したのであろう。当時嶺北行省管轄下で
4748戸6400頃という大規模な屯田がモンゴ
ル高原全体（主要な場所はカラコルムとチン
カイと考えられる）で経営されていた。 

1330 年代にカラコルムに三皇廟、文廟、
三霊侯廟が作られ、40 年代には勅賜興元閣
（仏寺）をはじめイスラームのスーフィズム
修道場（ハーンカー）などの寺廟が建築、修
築されたことが日本モンゴル共同調査で収
集された碑文資料（松田孝一 2013、雑誌論文
⑰）から知られる。多数の宗教施設の建築、
修築はカラコルムのこの時期の繁栄を示し
ている。またハーンカーの修築に関わったム
スリムのペルシア語人名のニスバにみられ
る地名は西アジア、中央アジアからカンバリ
ク（大都）の地名があり、中には雲南の地名
と判読できる可能性もあり（矢島洋一・磯貝
健一 2013）、この時期広汎な帝国領各地のム
スリムがカラコルムで活動していたことが
知られる。 

2014 年にハルホリン市内で 2 つの碑文断
片が出現し、それらは従来知られていた脈絡
不明の 5つの碑文断片と接合することが判明
し、「嶺北省題名記」（1347）という本来の一
つの碑文として復元された（雑誌論文①）。
これによって同時期の嶺北行省の官僚リス
トが明らかとなり、「嶺北行省」の官僚機構
の運用実態が明らかとなった（雑誌論文⑩）。
本研究課題では、この復元碑文を含めてカラ
コルムに関する碑文の内容の要点を整理し
て英語版で刊行した（雑誌論文⑰）。 

1368 年、明軍に大都を追われ北奔したい
わゆる「北元」は、1388 年に天元帝トグス・
テムルがアリク・ブケ家の末裔イェスデルに
殺されて以後、モンゴル高原ではオイラト族
の支援を受けたアリク・ブケ家、元朝の子孫、
オゴデイ家の間の三つ巴の抗争の時代とな
り、明軍の侵攻を経てオイラトのエセンの時
代に至ることが知られている（本田実信
1991）。 
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